
日本天文学会2004年秋季年会

V26c 那須８素子干渉計ローカル位相制御用位相シフターアレイの制作
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　フェーズシフターアレイ　
ローカル信号の位相を、3度の精度で制御する８素子用フェーズシフターアレイを制作した。
８個のフェーズシフターとしては　ミニサーキット社のＪＳＰＨＳ-150を用い、直流電圧　０ー１２Ｖ　の供
給により、位相を　０度から１８０度の間で設定できる。
８組の１．４ＧＨｚのローカル信号は、シンセサイザー出力１０９．２３ＭＨｚ、+ １０ｄＢｍを８分配し、
各アンテナサイトで PLOにより１３てい倍することによりつくっている。
位相精度の測定は、アナログデバイス社の IC、ＡＤ８３０２のテストボードを用い、必要な周辺回路を組み込
んで測定した。この ICは２．７ＧＨｚ以下の０から-60ｄＢｍの２入力信号を、６０ｄＢのログアンプで飽和信
号にし、掛け合わせることにより位相差　１度あたり 10ｍＶの電圧を出力し、０度から１８０度の位相を測定で
きる。
　測定結果と那須干渉計への応用　
制作したフェーズシフターは、DCバイアスに対して位相変化量がリニアではないが、再現性が極めて良く、位
相精度　 3度程度での位相設定が可能であることが分かった。これを那須の干渉計に取り付けることにより２０ｍ
球面鏡　ｘ　８　の干渉計のシャープな合成ビームを高精度で形成でき、より高い感度のサーベイが可能となる。


